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1111．はじめに．はじめに．はじめに．はじめに    
 製造と開発を同時にこなせる生産システムとして、
自律分散型のバッチ制御システムを提案している[1]。
今回は、㈱東芝のマルチエージェトフレームワーク
Bee-gent[2, 3, 4]を利用して開発した、マルチバッチや
オペレータによる介入も可能な自律分散型運転管理シ
ステムを紹介する。 
 
2222．．．．BeeBeeBeeBee----gentgentgentgentを用いたシスを用いたシスを用いたシスを用いたシステム構造テム構造テム構造テム構造    

Bee-gent では移動エージェントである bee がネッ
トワーク間を移動して非移動エージェントである AW
（エージェントラッパー）と KQML ベースの
ACL(Agent Communication Language)を用いた
XML/ACLを用いて交信する。エージェントラッパー
は Java などで開発されたアプリケーションプログラ
ムと接続される。図1にシステム構成を示した。レシ
ピであるbeeはGeneratorで生成され、原料タンクに
移動する。その後、レシピに記載された内容に従い、
各AWを通じて設備に機能の実現要求を行う。原料を
移送する場合は移送エージェントに移送要求を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１．システム構成 
 
レシピは図2のような状態遷移モデルを持ち、設備
などに出す要求はXMLにて定義されている。 

 
3333．マルチスレッドによるマルチバッチや介入の実現．マルチスレッドによるマルチバッチや介入の実現．マルチスレッドによるマルチバッチや介入の実現．マルチスレッドによるマルチバッチや介入の実現 
配管設備群を集中管理する移送エージェントは、各
レシピの要請に応じて、移送経路と各設備の排他利用
ルールを用いてマルチバッチの移送制御を行う。また、
各設備や移送コントローラが何らかの処理を行ってい
る時点でオペレータにより情報収集や介入などの操作
が必要となる。 
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図２．レシピの状態遷移モデル    
    

Bee-gentシステムでは、1つの AWを 1 つの bee
が排他利用するフレームワークであり、上記の機能を
実現できるように、AWが受付をすると beeの要求は
一旦完了し、アプリケーションスレッドを発生する方
法を用いた。その後、AWは受付待機状態に復帰する。    
また、beeはGeneratorと交信が切断されると消滅
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してしまうが、スレッド化によりbeeが消滅しても制
御が続行できるようにもなる。しかし、ネットワーク
が復旧すれば、適切なbeeを再投入する必要が生じる
ため、Generator にオリジナルの bee を残しておき、
各設備エージェントに送り込むbeeはクローンを用い
た。複数原料からなる製品のレシピは複数のクローン
を各原料タンクに投入し、原料が合流する時点で後か
ら到着した同一製品用のレシピを消滅させる。 
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